
第15巻　第　2号 31

金属製サッシの通気特性について

勝田高司・寺沢達二
金属製サッシは材料，大きさ，構造，開閉形式などに非常に多くの変化があり，それぞれ

の使用目的によって設計製作されることが多い．一方，大量に用いられるサッシは工場生

産が比較的大規模に行なわれ，建築部品としては生産の近代化が進んだ段階にあるものと

いうことができる．ここでは，サッシ設計製作あるいは選定上の問題点を通気性にもとづ

き，測定結果によって解説し，サッシの開閉形式による標準通気特性について考察した、

第1表　供試体一覧表

試号供番
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19〕
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2222

，28

29

R0

R1

R2

R3

R4

R5

R6

R7

R8

R9

S0

S1

S2

S3

S4

S5

S6

S7

式称形閉開名

引違い窓

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃
　ノノ

片引きサッシ
〃〃

〃〃

上げ下げサッ
シ

開きサッシ

供試体

大ぎさ
　m2

1．70×1．28

1．70×1．3

1．50×1．00

1．80×1．79

1．70×1．23

2．00×1．50

2．14×1．07

1．60×1．10

1．50XLOO

1．60×1．10

1．80×1．80

1．50×0，95

1．80×1．80

2．00×2．00

2．00×1．50

1．80×1．09

2．00×2．05

1．80×1．90

1．50×1．02

1．50×1．02

1．57×1．70

2．75×1．94

1．80×6．70

2．05×4．35

1．42×0．85

1．40×1．10

1．80×1．72

0．80×1．60

すきま

長　　さ

　m

0．9×1．80

0．8　×1．60

0．9×1．80

0．9×1．80

0．8　×1．60

0．9×1．80

1．25×2．00

0．90×1．8

1．20×1，96

0．89×1．70

1．07×1．18

1，20×2．00

2．00×1．40

1．25×2．1

2．00×1，40

1．27×2，14

1．01×1．87

1，04×2．04

1．46×0．45

6，84

6．90

6．00

8．97

6．84

8．65

7．85

6，30

6．05

6，30

8．50

5．76

8．50

9．50

8．65

6．87

5．66

5．40

3．54

3．59

3．74

6．59

5．40

4．　22

3，　03

3．65

5．32

5．60

6．30

5．60

6．30

6，30　』

5．60

6．30

7，75

6．30

7．60

6．10

4．50

6，64

7．28

6．　50

7。25

6．52

5．76

6．18

3，65

召合せ

長　さ

　m

1．28

1．30

1．00

1．79

1．23

1．50

1．07

1．10

1．00

1．10

1．80

0．95

1．80

2．00

1．50

1．09

O．80

0．90

0．　80

0．90

0．90

0．80

0．90

1．25

0．90

1．　20

0，89

材 料

鋼

板レ・一

OOOOO

○

○

OOO

○○○○

○○○○

○

○○

アルミ

○○○

○○

OO

○

OO

O

○○

スフーン

レ　　ス

ウェザーストリップ

金属板

○○○○○

ネオプ
レ　　ン

○

○

○

○

○○○

○○○○

○

○

○

○○○○○OO

フェル
ト

○

○

○

モヘヤ

○○○

○○

○○○

○○

○○

OOOO

気　　密　　機　　構

召合せ
締　り

OOOOO

○○

○

○○

戸当た
り締り

○

○○

気密枠

○○

障子寄
付　け

○

OOOO

○

備 考

モヘヤ片側

　　〃

　　ノノ

戸当たりおよび召
合せネオプレン

モヘヤ片側　1

　　〃

　　〃

モヘヤ両側　d

　　〃

　　〃

可動障子両側締り
金具あり

　　〃

可動障子両側締り
金具あり

下窓枠ネオプレン

横軸回転サッシ

引きたおしサッシ

片開きサッシ

縦軸回転サッシ

片開ぎサッシ

縦軸回転サッシ

　　〃

片開きサッシ

押出しサッシ

1
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　1．　供試体および構造

　現在まで測定を行なった金属製サッシを開閉形式別に

引違い，片引き，上げ下げおよび開きの4種に大別する

ことができる．片引きは引違いと同様に障子が上下の窓

枠（敷居）を滑るものであるが可動障子と障子との接触

部（召倉せ）がないので通気の立場からは引違いと大き

な差がある．また，開きの中には，片開き，両開き，横

軸回転，縦軸回転，押出し，引きたおしなどがある．さ

らに構造的には，これらの開閉形式について，気密材料

の有無，その材料（金属板，モヘヤ，ネオプレンゴム，

フェルトなど），簡単なねじ締り，クレセント程度から

　　　　　　　　　　　　　相当に複雑な気密操作機構

　　　　　　　　　　　　　　　W＝1800

第2図　アルミニウム製片引きサッシ

Llm：inaSiligmdii－m
O　　20　　　50　　　　　　tOOmm
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内　部
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第3図　アルミニウム製上げ下げサッシ

805

をもつものなどに分類され

る．供試体を以上のように

分類した一覧表を第1表に

示した．各開閉形式の代表

的断面図は第1～3図のご

とくである．

2

））
－a（（

　　　　　　　　（気密材料なし）

　　　　　　　　　ッシの障子かまち（障子枠

　　　　　　　　のこと）と窓枠との接触部

一．一一一一一r＝コ　は搬に約3mmのすき

　　　　　　　　まを必要とする．気密材料

　　　　　　　　を用いない場合は，それら

のすきまのために通気量（窓の外側からと内

側からとの加圧の向きによって通気量が相違

する場合があるが，とくに向きをいわないと

．きは前者とする）が非常に大になる．この種

のサッシ4例（供試体番号1～4）について

の測定結果は第4図のようになり，通気量は

圧力差1mmAqにおいて，8～16　m3／h・mで

ある．

　（b）　気密材料の効果　（4）上車鋼製引違い

サッシの戸当たりおよび召合せに気密材料

　（ネオプレンゴム）を用いたもの，（ロ）さらに

これの上下かまちにフェルトを貼ったもの

　（供試体番号9）とを㈲気密材料なしのもの

　（供試体番号3）に比較すると第5図のよう

になり，各部分よりの通気量は第6図に示す

ようになる．1

「㈲にたいして，（イ）の通気量は約80％，（ロ）の

それは約20％に減少している．各部分につい

ての通気量は，（d）の場合，戸当たりおよび召

合せ㊧それはりにくらべて減少するが，上下

開閉形式と通気

性

引違いサッシ

鋼製引違いサッシ

　　　　引違いサ

2



第15巻　第2号

ワ0

50

3e

20

8箸

．f

．aワ

例・サ編41撫羅撒nt

　第4図　引違いサッシ　気

　　　　　密材料なし

70

T0

・1

　　23　5710　2030　5070100
　　　サッシ隙商甚∫m当たりo遍気量me／h．m

　　第5図　引違いサッシ
○気密材料なし（3）

×戸当たりおよび召合せ気密材料あり

△全かまち部に気密材料あり（9）

かまちと窓枠との

間からのそれ（第6

図b参照）はかえ

って増大する．（ロ）

の場合，各部分全

体に通気量が減る

（第6図c参照）．

　鋼製引違いサッ

シ（供試体番号2）

に気密材料として

金属薄板（ステン

レス・スチール）

を戸当たり，召合

せ上下かまちと窓

枠の間に用いた場

合とそれらのない

場合との比較例は

第7図のごとく
で，金属薄板気密

材料のすきまにた

いするなじみをよ

くすることが困難i

なために効果が少

ない．

　アルミニウム製

引違いサッシには

気密材料としてモ

ヘヤを使用するこ

とが多いが戸当た

り，召合せ，上下

かまちと窓枠との

接触部について，

障子にたいして片

θθ．6 52 8ぶ5 7肌3

542 58 372　9．3 2i5

252

ﾆo．ワ 496

178　　　　　　　　　3A5　　通気量318％・

64σ

一一｝

@40θ

　　　　　　　f％　　4／2

@　　50452　∬　　　ユ24

E・匙気量252・聯2158通気量　　　　　　　2、ワ7　∫乳7

@　　　　　　　　　　403
@　　　132唖r　通気量44

30．6 54コ 23．8153 3／7

一 一応・
178∫4ﾓ気量252磁 246　鼠5∫　　　　£19

ﾁ　　通気量

通気量61％

気宕材料のない場合　　　気噛材料が戸当たりおよび　気窟材料が全枢，

　a

圧力差

上　段：

下　段：

　　召合せ部分にあ5場合　部分にあ3場合

　　　　b　　　　　　　　o

第6図　引違いサッシ

10mm水柱
室外側に圧力が加わった場合

室内側に圧力が加わった場合

面に用いる場合（供試体番号8）と両面に用いる場合

（供試体番号11）との通気量を比較したものが第8図で

両面の場合は片面の

場合の約35％であ

る．これは，片面の

場合は内側および外

側障子がモヘヤのな

い側に寄ること．加

圧により外障子が室

内側に移動すること

などによる．また，

アルミニウム製引違

いサッシ（気密材料

：モヘヤ両面，供試

体番号11）につい

て，下窓枠の排水孔

（約2cm）の有無に

よる通気量の比較は

第9図で，排水孔に

よる通気量は無視し

うる程度に少ないこ

とがわかる．

　引違いサッシに各

種の気密材料を使用

した場合（供試体番

号5～15）の通気特

性を第10図に示す．

　（c）気密機構

引違いサッシで気密

機構をもつものの1

例を第1図に示す．

これは障子を閉める

と吊車がガイド板に

よって内側に寄り，

また召合せ部分は締

り金具により，2枚

の障子が一体となっ

て窓枠に密着するよ

うに考えられてい

る．通気量は第11

図のように非常に少

ない．また，障子を

窓枠の室内側に寄せ

つけているため，室

外側からの加圧の場

合に比較して室内側

よりの加圧による通

気量の方が大で圧力

30

20
州『
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　　隙由長lm当たりの通気量mi／んm

第7図　鋼製引違いサッシ
○気密材料のない場合（2）

×金属板を使用した場合

釦　3020

」

　　．5．71　23　5710
　　隙慮長lm当たりの通気量rn　YA．　m

第8図　アルミニウム製引違

　　　いサッシ
○モヘヤが両面にある場合（11）

　×モヘヤが片面にある場合（8）

　50

　30

翼20

曇
§iO

EIi　q

蝦5

G3
最2
蒙，

bワ

　5

　3
　2　　　．5　／7　1．0　　　2　　3　　　5　　7　10　　　2e　30

　　　　サッシ隙宙長1m当たりの通気量π1ンh．m

第9図　アルミニウム製引違
　　　　いサッシ（11）

　モヘヤを両面に使用し，室外側

　から加えた場合
　○：排水溝の開いている場合

　×：排水溝の閉じている場合

κ

　　勾

@と
ｭ

駁

と

×

×

駕

x

差1mmAqで約1．・25倍，30　mmAqで約2．5倍にな

っている．

3
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第10図

f　235「110　2e　3e　5eワO
サッシ隙固長lm当たりの通気量皿ラ砺．nt

引違いサッシ　気密材料あり

％騒醐。編蜜量7礁。2°3°

第11図引違いサッシ

O室外側から圧力を加えた場合
x室内側から圧力を加えた場合

1
著゜

難

ll

惚

　．2

　　　　サリシ隙尚長1m当たりの通気量m；7h．m

　第12図　片引きサッシ　気
　　　　　密材料あり

21

9

1

〃

’

1

’

’

’

i

．5　．ワ　エσ　　　2　　3　　5　7　’θ　　　2σ　30

　（2）　片引き

　　　サッシ

　（a）　気密機

構の効果　片引

きサッシの気密

機構は，アルミ

ニウム製の場合

はモヘヤ，鋼製

の場合はネオプ

レンゴムが多く

用いられる（供

試体番号16～

21）．通気量は

第12図のごと

くである．

　気密材料の相

違による通気量

の差と考えられ

るものは認めら

れず，圧力差1

mmAqにおい
て0．5～1．8m3

／h・mの範囲に

ある．

　（b）　気密機

構　片引きサッ

シの気密機構の

例としては，（4）

障子を窓枠に寄

・せつけるもの（供試体番号22～25）と（ロ）気密用内枠に

よって障子と窓枠とのすきまを密閉しようとするもの

（供試体番号26，27）とがある．これらの通気量は第13

図のごとくで，一般に，気密機構（ロ）は（d）に比較して通気

量が小である

4
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　（3）上げ下げ
　　　　　　　　　　70
　　　サッシ　　　弩50

（・）気密材料罵

の効果　上げ下げ　薫
　　　　　　　　　R10
サッシの気密材料　曽7

は，鋼製の場合は瀞
　　　　　　　　　’糞3
金属薄板，アルミ　1”

ニウム製の場合は

モヘヤが多く使用

されている．気密

材料が金属薄板の

場合（供試体
番号28～32）　99

とモヘヤおよ　　30

びネオプレン＃2°

・ゴム暢合留
（供試体番号　馬5

33－39）との欝1

通気量牒14 M。

図および第15　僚・7

　　　　　　　＃x．5
図のようにな
　　　　　　　　．3
る．　　　　　　　，2

　圧力差1　　．ゴ

mmAq　にお

ける通気量

は，モヘヤの

場合に1．5～

2．5m3／h・m，

金属薄板の場

合に2～12

m3^h・mで，

一般に前者の

通気量が少な

し・．

　室外側より

の加圧と室内

側よりの加圧

による通気量

の相違は第16

図のようにほ

1．trt　t．23．5．7　te　2357
　　サッノ隙間長lm当たりり通気：堂「nlh．m

第13図　片引きサッシ
　　　　気密機構

2写

”’

5ρ

第14図

’3

Q

5”10 ?|。郵，鑑気妻σ畝♂ワo

　　　上げ下げサッシ　気密材
　　料あり　（金属板）

34
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．7　　　10　　　　2　　3　　　5　　7　　fO　　　20　　30・5　　サッシ隙商長力η当たりの通気量1η％，儒 50ワθ

第15図　上げ下げサッシ　気密材
　　　　料あり（モヘヤおよびモル

　　　　トプレン）

ぼ等しい（試験体番号28）．上げ下げサッシの場合は，

障子の縦かまちの両側に気密材料を用いているので，加

圧方向による障子の移動相違が少ないものと考えられ

る．

　（b）気密機構上げ下げサッシの気密機構の例とし

て，第3図に示すようなものがある．これは2枚の障子

を1本の縦窓枠溝によって動かし，閉鎖したときに，2

枚の障子を密着させて，これを室内側窓枠に引き寄せる



第15巻　第2号

　　　　　　　　　　　　　　　機構になっている．
　50

30　　　　　　　　　　　　　これの通気量は第17

2σ　　　　　　　　　　　　　図のごとくである．

窒1P　　　　　室内側よりの加圧の
　　　　　　　　　　　　　　　ときに比較して，室RS

罵　　　　　　外側よりの場合の方
琶2　　　　が韻量が少ない・
製　　　　　　　　　　　　　　この傾向は圧力差が

雲：5　　　　　　増すほ曙しくな
’3　　　　　　　　　　　　　る．すなわち，圧力

　　　　　　　　　　　　　　　差3mmAqにおい

゜’2’奄高煤C、71．・e、，，雛凱10θ150て約8・％…mm

　　　　　　　　　　　　　　　Aqで約60％であ
第16図　上げ下げサッシ

　○：室外側より圧力を加えた場合　る・

　×：室内側より圧力を加えた場合　　（4）開きサッシ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a）　開き

馨；1　　　　　サツシの種類
　　　　　　　　　　　　　　　　　　と通気量　開ζll

鍔・　　　　　姦茗こ二繁
郵　　　　　　軸回転（供試
象・　　　　　　幡号39），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　引きたおし

：3　　．5　．7　　1　　　　2　　3　　　5

　　　　　　　　　7　10　　　　　　　　　　　203a　5070　　　隙向長lm当たりの通気量mYh．　ri

第17図　上げ下げサッシ　気密機
　　　　構（38）

○室外側より圧力を加えた場合

　×室内側より圧力を加えた場合

70

閨@30

加

　　　　　23571σ　203050「m　　．5．7tθ
　　　サッシ隙固長lm当たりの通気量m7h．m

第18図　開きサッシ　気密材料あり

（供試体番号

40），片開き

（供試体番号

41，43），縦

軸回転（42，

などがあり，

気密材料とし

　　　N　　　　　　　　oては，不オフ

レンゴムを主

とし，フェル

トが用いられ

ている．これ

らの通気量を

第18図に示

す．開きサッ

シの種類によ

る通気量の相

違はとくに認められない．

　（b）気密機構　開きサッシに用いられた気密機構と

しては，片開きサッシに気密材料としてゴムチューブを

用い，それに空気を圧入する構造（供試体番号46）お

よび押出しサッシに障子引寄せ機構をもたせたもの（供

試体番号47）などである．これらの通気量を第19図

に示す．

2

　1．o
　　．e5．07　　　　」　　　　，2　　．3　　　5　　　　1．0　　　2　　3
　　　　サ、ソシ隙「自・長lm当たりの通気量艦．m

第19図　開きサッシ　気密機構
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　3．　開閉形式および気密機構と通気特性

　サッシ通気量を式（1）で表示する場合

　　　　　q＝a・Z1）1／n　……一・・…………………（1）

　ただし　q：すきま長さ1m当たりの通気量m3／h・m

　　　　　a：サッシにより定まる数，圧力差1mmAq

　　　　　におけるqの値M2（n＋1）／n／h・（kg：1／n

　　　　　Ap：圧力差　　　　　　kg／m2あるいは

　　　　　mmAq

　　　　　n：サッシにより定まる数

　通気量を測定したサッシにつき，圧力降下1～10mm

Aqの範囲において，　aおよびnを求める．各種サッ

シの開閉形式別および気密機構別のaおよびnの値は

第20図および第21図のごとくになる．一般にaの

値が大きい場合はnの値も大きい．しかし，サッシの

機構により圧力差が増すと障子が移動するものは，一般

にnの値が大きい傾向がある．

　開閉形式別の通気量特性曲線の範囲は第22～25図の

ハッチ部分のようになり，これからnを定め，また，a

の平均値を求めて代表通気特性曲線とする．これらを図

示すれば，第26図および第2表のようになる．

　DIN　4701（1958）では暖房負荷計算用の窓すきまの

気宿材料な1 　　　　　㎜皿一一一㎜一

気密耕料あリ

気瑠撮糟 x

寒1
気嘘材料あり

気堪澱麟 胸←一一＿＿輔＿X　　　》く一＿＿＿》く

金　属　板 △一一一△
上ぴ下彰

気密材料あり O｛トr－OO

気瑠機講 ×

気宛材料あリ

気瑠撫繕 一　　　　　　　　　1

．〃1　．02．03．e5．a7．f　．2．3．5！71．0　235710　2θ
　　　　　　　α
　　　　　　　第20図

気密材料なし

気瘤材料あリ

気密樵構 x

気密材料捌

気瑠煮構 涛一一一〉←一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×

金属　板
気寝材料あリ

シ 気密綴槽 X

気密材料捌

シ 気密樵槽

一工σ　　　　　　　15　　　　　　　20

　n

第21図
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第23図　片引きサッシ
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　　　第24図　上げ下げサッシ

特性値として，n　・＝　3／2とし，　a・＝1．2～3．Om2（n＋1）！n／h

（kg）1／nとしているが第26図より，　a＝1～5の範囲で

はn・3／2と考えてよく，各種開閉形式の気密材料（ネ

オプレン・ゴム，モヘヤ，フェルトなど）を用いるサッ

シがこれに相当する．圧力差1mmAqのときのすきま

の通気量a（∠P詔1mmAq）が5m3／h・m以上，また

は1以下のとき，nは2または1に近づく，気密機構お

6
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第25図開きサッシ

第26図

．02』3　．9S．e7，i　　：2　．3　　5．7　i　　　2　3　　fi　7　to　　2a　JO　50ワ01卯

　　　　サッシ隙周・長1m当たりの通気量畷．m

　　　各種サッシの代表通気の特性曲線

第2表
サッシの開閉形式および気密機構 aln
開きサッシ　気密機構．

片引きサッシ　　気密機構

片引きサッシ　　気密材料あり

開きサッシ　　気密材料あり

上げ下げサッシ 気翻料あり｛重特跨び｝

引違いサッシ　　気密材料あり

上げ下げサッシ　　気密材料あり（金属板）

引違いサッシ　　気密材料なし

0，11

0．21

1，20

1．7

1．9

5．0

7，2

10．5

L31

1．4

L5

1．5

1．5

1．5

1．7

1．82

よび気密材料をともに用いないサッシ，または気密機構

をもつサッシがこれらに相当する．

　　　　　　　　　　　　　　　（1962年12月12日受理）

表　紙　説　明

　力勘テンウォール　　竪軸回転窓および，はめころし腰

（AS－30）トムレックス20mm吹付け，内パーライトパネル

80mm立方アルミ押出し型材（不ニサッシ工業KK製）．


